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概要  新学習指導要領のもと，必履修の領域として「外国語活動」が導入され，以前にもまして英語教育の小中

連携が強く望まれるようになった。本研究では「聞く」活動に重きを置きながら，小学生から中学生まで学年や英

語力のレベルに合わせて継続して活用できる教材を目指して小・中英語共通教材を作成した。教材は「浦安ふるさ

とカルタ」「都道府県カルタ」と名付けた。小学 5，6 年生と中学 1 年生に試用実践を行い共通教材の利用をとおし

て小・中の接続が可能かどうかを検証した。プリ・ポストテストと質問紙調査を使って試用効果を検証したところ，

技能と態度の両面において効果が確認された。試用実践の結果，開発した教材が異なる学年で利用できること，共

通教材を利用して小中連携が可能であることが示唆された。今回の成果を踏まえて，本教材をさらに充実させたい

と考える。 
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With the start of “Foreign Language Activities” at elementary school, links and connections in English education 

between elementary school and junior high school are strongly needed. In this study, we adapted ‘karuta,’ a traditional 

Japanese card game, for English classes, and developed English learning material by using it. The developed materials 

are called Hometown Karuta and Prefectural Karuta. They can be used in classes repeatedly in a variety of different  
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ways from  elementary school to junior high school  to improve students’ English listening ability. The developed 

‘karuta’ materials were used for 5th and 6th graders of elementary school, and 7th graders of junior high school.As a 

result of this instruction, the improvements between the pre- and post-tests were statistically significant. The results of 

questionnaires also revealed that students had enjoyed the ‘karuta’ activities. Thus, we concluded that the developed 

‘karuta’ materials could be applied in English classes to connect the English instruction between elementary school and 

junior high school 

. 

1. はじめに  

2008 年告示の現行の学習指導要領では，全児童

が必ず履修しなければならない必履修の領域と

して，小学校に初めて「外国語活動」が導入され

た。それに対して文部科学省教科調査官の直山

（2013） [1 ]は「小学校における新学習指導要領の

全面実施から３年目の今，外国語活動における大

きな課題の一つは，やはり「小中連携」です」（p.14）

と述べている。また直山（2011）[2] は，一般に小

中連携には情報交換，交流，カリキュラムの連携

などの形があるが，カリキュラムの連携を具体化

するひとつの方法に，小中共通教材の活用がある

と述べている。  

一方，「ベネッセ第 2 回小学校英語に関する基

本調査」（ベネッセ教育総合研究所，2010） [3 ] に

よると，小学校英語で「とくに課題だと感じてい

ることはなんですか」という質問に対して，教務

主任（2,374 名）が 3 つまで選択して回答した結

果では，「教材の開発や準備のための時間（59.0％）」

が第 1 位であり，小学校英語では，教材の整備が

問題となっている実情がうかがえる。このことか

ら小中共通で使える教材があれば，教育現場の課

題への対応策にもなるであろうと考えられる。  

以上の状況を踏まえ，本研究は，1) 小学校と中

学校の英語授業で活用できる共通教材を作成す

る，  2) 作成した教材を実際に使って小中学校で

試用実践を行う，  3) 実践の効果を検証し，作成

教材が小中の接続・連携に活用できるかどうかを

検証することを目的として行われた。  

 

2. 教材作成  

2.1 教材作成の留意点  

次の観点を満たすことを目指して作成した。  

 

1) 「聞く」ことを重視する。  

2）「話す」「読む」「書く」活動へと発展させら

れる教材とする。  

3) 学習者の英語に対する  情意フィルター

（affective filter）を下げるような，楽しく学

べる教材とする。  

4) 学習者の知的関心に沿うような教材とする。 

 

教材作成は What と How の観点から考える必要

がある。上記の留意点を実現するために，What

と How の観点から実際にどのような工夫を施し

て教材を作成したか，その手順について以下で報

告する。  

 

2.2 How:どうやって教えるか  

言語習得はリスニングから始まることから，言

語習得の最初のステップでは音声インプットは

不可欠である（Dunkel, 1986; 樋口，2010；Krashen & 

Terrell, 1983） [4]  [5]  [6 ]。そのため外国語活動には，

音声中心で進められる指導方法と教材開発が必

要であると言われる（岡・金森，2012） [7 ]。そこ

で，How には，「聞く」ことを重視しながら楽し

く活動できる「カルタ」の方法を採用した。カル

タの「絵札」と「読札」を組み合わせて利用する

と，「話す」「読む」「書く」活動へと発展させる

ことができるので（西垣・中條・オヒガン，2013）
[8]，中学校ではカルタを 4 技能の統合的な指導に

活用できる。さらにカルタは，その他の様々な理

由からも教育現場での利用価値は高い。以下にカ

ルタの利点を 4 つの観点からまとめる。  

(1) 言語習得の観点     

◎遊びをとおして自然に英語と触れる。  

◎ゲームに参加するために積極的に聞いて理解

しようとする。  

◎理解したことを札を取る等の行動で示す。  

◎絵札があるので，日本語を介さずに学習語の
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意味を理解できる。  

(2) 心理的な観点  

◎楽しい活動である。  

◎話すことが強要されないので英語を話したが

らない生徒も安心して参加できる。  

◎ルールが単純である。  

(3) 教育的な観点   

◎正しく理解できたかどうかその場で即座に確

認できる。  

◎絵札と読札を併せて活用すると，4 技能を統

合的に育成することができる。  

◎絵札と読札を使うと多様な遊び方があり，学

習方法を変えて，繰り返し活用できる。  

(4) 実用性の観点  

◎軽くて持ち運びが便利である。  

◎保管しやすい。  

◎使い方が容易である。  

 

2.3 What：何を教えるか  

バトラー（2005） [9]は，外国語活動の英語教授

法を考える上で「学習者の認知発達レベルと英語

レベルのギャップ」に考慮する必要があると指摘

している。すなわち児童の英語力に合わせると，

教材は買い物ゲーム，自分の好きな T シャツづく

り等，内容が幼稚になりがちである。そこで，児

童の認知レベルに沿った教材づくりを目指し，

What には教科横断的な内容を扱うこととした。

その結果，ひとつ目の教材として，児童が住む千

葉県浦安市が推進する「ふるさと教育」と関連さ

せて，「浦安ふるさとカルタ」を作成した。作成

の際には，浦安市の児童が小学 3，4 年生で学ぶ

副読本等を参考にした。そして二つ目の教材には，

小学 5，6 年生の社会科の教科書等を参考にして

「都道府県カルタ」を作成した。これらの教材を

とおして児童が身近な語彙を身につけ，自己表現

力を高めることに役立てたいと考えた。  

 

2.4 絵札と読札  

「浦安ふるさとカルタ」と「都道府県カルタ」

には絵札と読札がある。「浦安ふるさとカルタ」

の読札には，スリーヒントゲームで使えるヒント

文を，英文の難易度を変えて 10 個～20 個作成し

た。例えば，海に接する浦安市は，以前は漁師町

であった。そのため「アサリ飯」が名物であるの

で，学習語のひとつとした。「アサリ飯」にたい

して，”I’m a food.”   “I’m hot.”  “I’m delicious.”

という簡単なヒントから，”You add soy sauce a bit  

when you cook me.”  という難しいヒントまで作成

して日本語訳とともに読札に載せた（図 1）。  

「都道府県カルタ」では絵札に各都道府県の観

光地，特産物，お土産，楽しめる場所に関する 4

枚の写真を載せた。読札にはその写真を説明する

ヒント文 4 つと，その県の際立った特徴に言及し

たヒント 1 つの計 5 つのヒント文を入れた（図 2）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「浦安ふるさとカルタ」と「都道府県カルタ」

で扱う英語は，小・中学生の語彙知識を超えたレ

ベルになるが，社会科で得た背景知識によって理

解が助けられるため，教材の難易度を下げること

ができる。また他教科の学習内容を英語をとおし

て学び直したり，知識を深めたりすることができ

る。「浦安ふるさとカルタ」と「都道府県カルタ」

の両者を併せて使用することで，「ふるさと」か

ら「日本」へと思考を広げて英語を学ぶという使

い方もできる。  

 

2.5 カルタを使った指導  

小・中学校をとおしたカルタの継続的利用に関

する構想を図 3 に示した。本教材では，5 年間を

とおして音声指導を大切にすると同時に，小学校

図 2 「都道府県カルタ」の例  

Ok inawa 17 Okinawa

1. Y ou can visit S hurijo castle.

2. W e grow  m any pineapples.

3. Y ou can buy S hisa goods.

4 . W e have a fam ous aquarium .

5. W e have m any U S  m ilitary bases.

図 1 「浦安ふるさとカルタ」の例  

food

rice with clams

I'm  a food.

私は食べ物です。

I'm  delicious.

私はおいしいです。

I'm  fam ous in U rayasu.

私は有名です。

I'm  hot.

私は熱いです。

I'm  cooked.

私は調理されています。

I'm  rice.

私はごはんです。

I have clam s.

私にはアサリがあります。

I'm  a special food of U rayasu.

私は浦安名物の食べ物です。

Y ou can eat m e at S utenpare .

あなたは私を「すてんぱれ」で食べることができます。

Fukagaw a m eshi is m y friend.

深川飯は私の友達です。

Y ou add soy sauce a bit w hen you cook m e.

私を料理するとき少し醤油を加えます。

Y ou can eat m e at the U rayasu Folk M useum .
あなたは私を浦安郷土博物館で食べることができます。
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ではアクティビティをとおして学習語に触れて

（導入），聞いてわかって（理解），言えるように

する（定着）。さらに絵札に掲載した綴りを利用

して，文字への関心を高め，文字指導への移行を

目指す（接続）。  

中学校の入門期では，絵札のアルファベットを

読んだり書いたりして音と文字の関係に気づか

せる。その後は文法項目の導入や英語構文の定着

に利用する。例えば“go to..”の定着では“I go to the 

folk museum.” “I go to Tokyo Disneyland.”のように

絵札を使って表現のドリル練習を行う。上級学年

では絵札を見て，不定詞や関係代名詞等のターゲ

ット構文の練習を行う。また，口頭，あるいは書

いて自由にヒント文を作ったり，絵札を見て

picture description をしたりする（産出）。読札を

生徒が読んでカルタをすれば読む活動となる。こ

のように絵札と読札を用いると，4 技能を使う多

様な活動を行えるので繰り返し利用ができる。  

 

 

3. 作成した教材の試用実践と結果  

本節では，図 3 の構想のもとに作成したカルタ

を使って試用実践を行った結果について報告す

る。「浦安ふるさとカルタ」は，小学校と中学校

で試用し，異なる学年の学習者が同一の教材を使

って学習した。「都道府県カルタ」では小学生の

ときに「都道府県カルタ」を学習した中学 1 年生

が，中学校で再び「都道府県カルタ」を使って学

習した。  

 

3.1 実践 1：「浦安ふるさとカルタ」の   

小学校での活用  

3.1.1 実践の方法  

(1) 学習者：千葉県浦安市Ａ小学校 5 年生（31 名）  

千葉県浦安市Ｂ小学校 6 年生（36 名） 

(2) 指導者：学級担任が授業を主導し，ALT が補

助した  

(3) 学 習 語 ： toasted seaweed （ 焼 き 海 苔 ），

three-shrine joint festival（三社祭り）， fish 

market（魚市場），sports park（運動公園），Tokyo 

Disneyland（東京ディズニーランド）等の 18

語を指導した。一人に 1 セットの絵札（18 枚）

を配布して活動した。  

(4) 活  動：授業の冒頭の約 15 分を使って 5 回授

業を行った。1 回の授業では，ビンゴ，カル

タ，スリーヒントゲーム，カードリレー等，

異なる 2～3 種類の活動を行った。  

(5) 評   価：  

①事前・事後テスト   

（事前・事後で同一テストを使用）  

a. リスニングテスト（20 題）  

b. 綴りの認識テスト（10 題）  

②質問紙調査  

a. リッカート尺度（5 件法）  

b. 自由筆記  

リスニングテスト（20 題）には問 1 と問 2 があ

り，それぞれに小問が 10 題ずつあった。問 1 で

は”The folk museum is a good place to learn about  

Urayasu.” のように，学習語が含まれる英文が流

れてくるので，選択肢の中から学習語に対応する

日本語を選んだ。問 2 では，3 つの英文ヒントを

聞いて，ヒントが示すものを選択肢から選んだ。 

綴りの認識テストでは，”shrine”と聞いて，そ

の綴りを選択肢から選んだ。絵札には綴りを掲載

したが，授業では文字の学習をしたり，綴りに注

意を向けさせる指示はいっさい与えなかった。綴

りを絵札に載せて，自然と綴りに触れる環境を創

り出すことで，綴りの認識力が高まるかどうかを

検証した。  

なお，全ての音声は，授業者とは異なるネイテ

ィブスピーカーに依頼して CD に録音して使用し

た。  

 

リスニングテスト問 1   

英語を聞いて，英語の中にでてくるものに〇をつ

けましょう。（10 題）  

例 You can see houseboats on the Edo River.  

あさり飯  鉄鋼団地  英語  魚市場   

屋形船 郷土博物館 焼きノリ ピアノ 

揚げ煎餅 焼きハマグリ 三社祭り  

サンドイッチ  運動公園    

わから

ない  

 

 

 

カルタ

音声重視の活動

接続

文法，構文の学習

小５ 小６ 中１ 中２ 中３

文字介入の活動

導入 理解 定着 産出

ビンゴ・カルタ・
スリーヒントゲーム

図 3 カルタ使った小中連携  
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表 1 リスニングテストの結果（単位％）  

学年  項目 事前 事後 上昇  p 

A 小 5 年  

(31 名 ) 

M 23.2 66.0 
42.8 .00 

(SD) (14.0) (17.8) 

B 小 6 年  

(36 名 ) 

M 21.8 67.8 
46.0 .00 

(SD) (10.6) (21.4) 

 

表 2 綴りの認識のテスト結果（単位％）  

学年  項目 事前 事後 上昇  p 

A 小 5 年  

(31 名 ) 

M 50.9 69.1 
18.2 .00  

(SD) (34.7) (35.1) 

B 小 6 年  

(36 名 ) 

M 55.8 72.2 
16.4 .00  

(SD) (14.0) (17.8) 

 

表 3 アルファベットのテスト結果（単位％）  

学習者  項目  事前  事後  上昇  p 

C 中 1 年  

ア組 (33 名 ) 

M 69.5 80.6 
11.1 .00 

(SD) (26.0) (21.9) 

C 中 1 年  

イ組 (34 名 ) 

M 61.3 77.2 
15.9 .00 

(SD) (24.5) (22.3) 

 

リスニングテスト問 2   

3 つのヒントを聞いて，それが示すものに〇をつ

けてください。 (10 題 ) 

例 I' m famous. Children like me. I have a big castle.  

鉄鋼団地 あさり飯  魚市場 ピアノ 

東京ディズニーランド  屋形船  スイカ    

焼きノリ 揚げ煎餅 運動公園  

郷土博物館 焼きハマグリ 三社祭り  

わから  

ない  

 

綴りの認識テスト   

英語を聞いて，その単語に○をつけてください。

（10 題）  

例 shrine   

market   r i ce    dan ce    t i delan d    

h ouse    s t eel      boa t       orange   

sh r in e    sea weed     fe s t i val   

museum   c l am    cr a cker   st a t i on    

わから  

ない  

 

3.1.2 結果と考察  

リスニングテストの結果を表 1 に示した。5 年

生で 42.8 点，6 年生で 46.0 点の得点上昇があり，

いずれも有意な上昇で，効果量は大（水本・竹内，

2010） [10 ]であった（ t(30)=15.00, p=.00, ⊿=3.06,   

t(35)=14.32, p=.00, ⊿=4.34）。リスニングテストに

向上が見られたことから，「浦安ふるさとカルタ」

は，外国語活動のリスニング指導に有効に利用で

きることが確認できた。  

綴りの認識テスト（表 2）では 5 年生で 18.2 点，

6 年生で 16.4 点の得点上昇が見られ，統計的に有

意な差であった（ t(30)=5.50, p= .00, ⊿ =.53 , 

t(35)=5.02, p=.00, ⊿=1.17）。小 5 の効果量は中程

度，小 6 の効果量は大であった。授業中に教師が

児童の意識を文字に向けさせることはなかった

が，絵札に書かれた文字を自発的に読んでいる児

童が多いこと，綴りを目にすることで学習語を文

字で確認し，その認識力が伸びたことがその理由

と考えられる。活動の中で自然と文字を目にする

環境があると，その後の文字学習の準備となるこ

とが期待できる。また，6 年生が 5 年生よりも効

果量が大きかったことは，6 年生のほうが 5 年生

よりも文字学習に対するレディネスが高いこと

を示唆しているとも考えられる。この点は，引き

続き調査を行いたい。  

 

 

3.2 実践２：「浦安ふるさとカルタ」の  

中学校での活用  

3.2.1 実践の方法  

(1) 学習者：千葉県浦安市Ｃ中学校 1 年生  

（2 クラス 67 名）  

(2) 指導者：英語教師と ALT （英語教師が中心  

となって活動し ALT は補助的に支援した）  

(3) 学習語：小学校と同じ 18 語  

(4) 活 動：授業の冒頭の約 15 分を使って 5 回授

業を行った。ビンゴ，カルタ，スリーヒント

ゲーム等の小学校と同じ活動を行って，アル

ファベットと単語の読み・書きの指導をした。 

(5) 評 価：  

①事前・事後テスト：アルファベットの綴り  

（事前・事後で同一テストを使用）  

問 1（23 題）英語を聞いて文字を書き，次に  

来る文字を推測して（ ）に書きましょう。  

例  音声 G, H, I, J, K, L (      )     

解答用紙                   (      ) 

問 2（5 題）名前を聞いて書き取りましょう。  

例 McDonald, Write capital M , c, capital D, o, 

n, a, l, and d.   

②質問紙調査 小学校と同じ質問紙を使った。  

3.2.2 結果と考察  

テストの結果を表 3 に示した。ア組は 11.1 点，

イ組は 15.9 点の得点上昇があり，統計的に有意な

差で，効果量は中程度であった（ t(32)=4.28, p=.00,

⊿= .43 : t(33)=6.70, p=.00, ⊿=.48）。このことから

「浦安ふるさとカルタ」が中学 1 年生の入門期の

アルファベットの指導に有効に活用できること

が確認できた。  
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表 4 音と文字の関係のテスト結果（単位％）  

学習者  項目  事前  事後  上昇  p 

D 中 1 年  

ウ組 (26 名 ) 

M 32.9 54.9 
22.0 .00 

(SD) (19.4) (23.1) 

D 中 1 年  

エ組 (26 名 ) 

M 37.1 60.5 
23.4 .00 

(SD) (22.1) (26.2) 

 

表 5 文の理解と作文のテスト結果（単位％）  

学習者  項目  事前  事後  上昇  p 

D 中 1 年  

ウ組 (28 名 ) 

M 33.0 67.4 
34.4 .00 

(SD) (26.1) (32.5) 

D 中 1 年  

エ組 (24 名 ) 

M 

(SD) 
20.1 

(23.5) 

58.9 

(28.2) 38.8 .00 

 

 

3.3 実践３：「都道府県カルタ」を  

              使った指導  

3.3.1 実践の方法  

(1) 学習者：千葉県大網白里市Ｄ中学校 1 年生  

（2 クラス 52 名）  

この学習者は，小学校 6 年生のときに都道府

県カルタを使って学習した生徒で，中学校 1

年生になって再び同じカルタで学習した。  

(2) 指導者：英語教師と ALT（英語教師が中心と

なって活動を行い，ALT は補助的に支援した） 

(3) 活 動：1 学期に 9 回，2 学期に 10 回，授業

の最初あるいは最後の約 10～15 分を使って

指導した。  

①1 学期   音と文字の関係の指導  

②2 学期   英語で文を書く指導。  

自分たちでヒント文を作ってスリ

ーヒントゲームを行った   

(4) 評   価：  

①  事前・事後テスト（同一テストを使用）  

1 学期  Q1 (10 題) 英語を聞いて単語の綴りを完

成させてください。  例  “Book!” →   ook 

2 学期  Q1 (6 題 ) 英文を読んで意味を書いてくだ

さい。  例 We grow many strawberries.  

Q2 (6 題 ) 都道府県を紹介する英文を 3 文

ずつ書いてください。  

②質問紙調査   

a. リッカート尺度（4 件法）  

      b. 自由筆記  

3.3.2 結果と考察  

1 学期の指導と 2 学期の指導に分けてそれぞれ

テストの結果を表 4，表 5 に示した。表 4 を見る

とウ組で 22.0 点，エ組で 23.4 点の上昇があり，

いずれも統計的に有意な上昇で，効果量は大であ

った（ t(25)=7.58, p=.00, ⊿=1.14；t(25)=7.51, p= .00, 

⊿=1.06）。  

表 5 では，ウ組で 34.4 点，エ組で 38.8 点の上

昇があり，統計的に有意な上昇で，効果量は大で

あった（ t(27)=7.43, p=.00, ⊿ =1.32； t(23)=7.03,  

p= .00, ⊿=1.65）。このことから「都道府県カルタ」

は，中学 1 年生の入門期の指導や文を書く指導に

効果があり，小中連携に利用できることが確認で

きた。  

3.4 質問紙を使った調査  

各実践では質問紙調査を併せて行った。調査結

果を「浦安ふるさとカルタ」と「都道府県カルタ」

に分けて示した。  

3.4.1 浦安ふるさとカルタ  

表 6 と表 7 から，ふるさとを扱った内容，カ

ルタを使った学習方法が好意的に受け入れられ

ていたことがわかる。作成したカルタが異なる学

年で繰り返し学習に利用できる可能性が示唆さ

れたと考える。  

 

 

 

 

表 6 浦安ふるさとカルタ質問紙調査の結果：  

カルタについて（5 件法）  

質    問  5 年  6 年  中 1 

見た目がきれいだった  4.0 4.2 4.5 

文字は見やすかった  4.4 4.5 4.4 

写真があって単語の意味が理
解できた  

4.5 4.5 4.6 

写真があって単語が覚えやす
かった  

4.3 4.6 4.1 

カルタの大きさはちょうど良
かった  

4.1 4.4 4.3 

表 7  浦安ふるさとカルタ質問紙調査の結果：  

内容について（5 件法）  

質    問  5 年  6 年  中 1 

浦安のことを英語で勉
強できてよかった  

4.1 4.3 4.3 

浦安カルタに親しみが

持てた   
3.7 4.1 3.9 

浦安カルタを使った勉
強は面白かった  

4.4 4.6 4.1 

ゲーム形式で楽しく英
語を学習できた  

4.5 4.7 4.6 
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4．まとめと展望  

 小中の英語教育で共通教材として活用するこ

とを目指してカルタ教材を作成し，小中学校で試

用実践を行った。異なる学年で，異なる方法でカ

ルタ教材を使って指導した結果，リスニング，ア

ルファベット，文字と音の結びつき，文を書く等

の指導に，カルタ教材を活用できることが確認で

きた。また，共通教材をとおして，小学校と中学

校の英語学習を接続することが可能であること

も示唆された。なお，本稿では報告していないが，

筆者らは同一のカルタ教材を使って中学 2，3 年

生，高校生を指導した試用実践も行っており，ひ

とつの教材を小学校から高校まで繰り返し使う

ことの可能性についても調査している。  

さらに「浦安ふるさとカルタ」は地域に根差し

た教材であることから，地域の研修会等で教材と

活動例を紹介したり，新しい利用の方法を参加者

が考察したりしている。参加した教員からは「市

外から来たのでカルタを使って地域のことがわ

かっていい」「授業で使ってみたい」等の反応を

得ている。  

今後は，「浦安ふるさとカルタ」については，

扱う学習語彙やヒント文を増やし，ふるさとに関

する知識をさらに深められるような教材にした

い。「都道府県カルタ」については，絵札の情報

について検討をして精選したり，拡大したりした

い。また，読札のヒント文は，初級用と上級用に

分けて作成する等して，さらに教師が使い易い教

材にしたい。加えて，両教材の普及を目指して実

践を拡大し，広く紹介していきたい。  
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3.4.2  都道府県カルタ  

「都道府県カルタ」で学んだ学習者は小学校

6 年生のときに同じ教材を使って外国語活動を

経験している。表 8 から中学校 1 年生で再び馴

染みのある教材で学習したことに対して，安心

したと感じていることがわかる。このことから

共通教材の利用で，安心感が得られていたと考

える。カルタを共通教材として継続的に使える

ことが確認できた。 
 

表 8 1 学期のカルタに関する調査（4 件法） 

質    問  中 1 

馴染みのあるカルタを使って安心した  3.1 

絵札のウラに綴りがあってやる気が出た  3.3 

小学校よりも文字が読めるようになった  3.4 

もっと英語を読めるようになりたい  3.4 

 

表 9 2 学期のカルタに関する調査（4 件法） 

質    問  中 1 

都道府県カルタで楽しく学べた  3.4 

読札はヒントを作るときに役だった  3.6 

スリーヒントクイズは面白かった  3.4 

もっとカルタを使って勉強したい  3.4 
 


